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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７ＳＲ－１００型ＪＡ８１４２が、平成４ 

年１月８日、東京国際空港へ着陸して駐機場へ進入中、１７時００分ごろ左翼主脚車 

輪の前に人が飛び込みひかれて死亡した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成４年１月８日、運輸大臣から事故発生の通報を受

け、当該事故の調査を担当する主管調査官及び調査官１名を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成４年１月８日～９日 現場調査



２　認定した事実及び事実を認定した理由

数名の目撃者及び調査によれば、事故発生の状況は次のとおりであった。

第７１番スポットに駐機中の出発機（ボーイング式７６７型）に搭乗していた男性 

乗客が、客室乗務員の制止を振り切って、左側ドア（Ｌ２）を開いて機外に飛び下り 

た。当該乗客は、約２００メートルを疾走して、日本航空５１４便として到着し第 

１８番スポットに進入中のＪＡ８１４２に左後方から近づき、エンジンの下をくぐり 

抜けた後、時速４キロメートルくらいでゆっくり進入してくる同機の左翼主脚車輪 

（左側ウイング・ランディング・ギア）の前に倒れ込むように飛び込みひかれて死亡 

した。

地上誘導員（マーシャラ）によれば、男性がエンジンの下に入り込むのを発見して 

直ちに同機に停止の合図を送ったが、間に合わなかったとのことである。

３　原因

本事故は、駐機場へ進入中の航空機の主脚車輪の前に人が飛び込みひかれて死亡し 

たものと認められる。


